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近年におけるニカメイチュウの発生動向
農林水産省農業研究セ ン タ 一 平 井 一 男

は じ め に

こ の 20�30 年 の 間， ニ カ メ イ チ ュ ウ ( ニ カ メ イ ガ，
Chilo su仲ressalis W ALKE R) の 広域的発生 は少なくな っ
て い る が， 局地的 に は依然 と し て 発生が多 い。 例 え ば越
冬幼虫 は枯れた マ コ モ に 多く見出 さ れ， ま た ， 成虫 は敷
藁 さ れた 果樹園や野菜園近くの水田 で 6 月 に 多く 7 月
に 防除 さ れて い な い普通植 え栽培地帯の水田 で は 8 月 後
半 に 多く， 卵塊 は 6 月 と 8 月 に マ コ モ の 葉 に 多 い。

さ て ， 周知の よ う に ニ カ メ イ チ ュ ウ は イ ネ ， マ コ モ な
ど を は じ め 多くの イ ネ 科植物 を寄主植物 に し て生活環 を
繰 り 返す。 サ ン カ メ イ チ ュ ウ に比べ る と 温度適応性 も 広
く， 年平均気温 1. 3 0C以下の地域では生息で き な いが，
1 . 3�8T の地帯では年 1 世代， 8�16 oCの地帯では年 2
世代， 16�20 oC地帯では年 3 世代， 20 0C以上の地滑 で は
年 4 世代 を経過す る ( 中国農作物病虫害， 1979) と いわ
れ る よ う に ， 分布範囲は北か ら 南 ま で き わ め て広い。

し か し なが ら 冒頭で述べた よ う に， 近年は， 全国的に
み る と 発生量 は少 なし防除の意識 も 低く な っ て い る 。
一方， 1988 年以降局地的 に被害が問題に な り ， 発生面積
も 微増の傾向 に あ る 。 本報で は ニ カ メ イ チ ュ ウ の発生動
向 と 近年の発生の顕在化 を概説す る 。

I ニ カ メ イ チュ ウの発生面積

ニ カ メ イ チ ュ ウ の発生量の指標 と し て全国的に発生面
積の多 い 1 世代幼虫の発生面積 を ， 植物防疫課の病害虫
防除関係資料か ら 作成 し た (表 1， 図 1) 。 こ れ に よ る
と ， 1960 年�1972 年 は 80 万�133 万 ha の発生面積 (水
田作付面積の 27�43 %) があ っ た 。 発生面積が減少 に転

じ た の は 1972 年で， そ れ以降は減少 し て い る 。 1983 年以
降の全国の平均発生面積率 は 8 % 前後で， 大幅な減少で
あ る 。

過去 30 年間 の 発生面積 の 変化 を み る た め に ， 1960� 
1962 年の年平均発生面積 と 1992 年の発生面積比 を 地域
別 に求 め た (表-1 ) 。 こ の 30 年間で は全国の発生面積は
14 . 5  % に 減少 し た 。 そ の 減 少割合 は九 州 (30 年前 の
0 . 6  % に ) ， 北海道 (2 . 1 % ) ， 東北 (3 . 9 %) の順 に 大 き
い。 北陸 (62 %) ， 東海 (20 . 1 % ) ， 関東 ( 13 . 6 % ) の減
少は少な い。

し か し， 1988 年以降 は各地域で微増傾向 に あ り (表 -
1， 図 -1 ) ， 全 国 の 発 生 面 積 で は 1989 年 の 約 14 万 ha
(6 . 9  %) を最少 に ， 1992 年は約 18 万 ha (8 . 5  % ) に増
力目 し て い る 。

と こ ろ で 隣 国 の韓 国 で は 水稲 作 付 面 積 は 約 120 万
ha， 韓国農村振興庁作物保護課の統計資 料 に よ る と ，
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図-1 ニカメイチュウ( 1世代)の発生面積と水稲作付面
積の 変遷(韓国は 発生面積のみ )

表-1 地域別水稲作付面積とニカメイチュウ l世代の発生状況

調査項目 全国 北海道 東北 北陸 関東 東海 近畿

1992 年水稲作付面積A 2，089 162 530 254 382 119 144 
発生面積 B 178，491 1，005 5，373 97，155 21，725 12，582 18，750 

(B%/A) (8. 5) (0. 6) (1. 0) (38目2) (5. 7) (10. 5) (13. 0) 
1960�62 年発生面積・C 1，230，082 47，666 138，055 156，207 160，267 62，483 149，272 

(B%/ C) (14. 5) (2. 1) (3. 9) (62) (13. 6) (20. 1) 02. 6) 
最多発生面積年 1963 1970 1963 1973 1972 1964 1962 
最少発生面積年 1989 1991 1989 1989 1987 1988 1987 

Abundance of Chilo suppressalis (WALKER ) for the Latest 30 years in Japan. By Kazuo HIRAI 

中四国 九州

238 255千ha
20，191 1，710ha 

(8目5) (0. 7) 
235，957 280， 172ha 

(8. 6) (0. 6) 
1963 1962 
1991 1988 
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1980 年以降の発生面積 は や は り 減少 し た (図 1) 01981 年
以降 10 年間 の年平均発生面積 は約 68，000 ha であ る 。 詳
しくみ る と ， 1983 年 に は最少の 17，000 ha であ っ た が，
そ の後漸増 し， 1992 年 に は 67，000 ha (約 5 %) に な り ，

韓国で も 微増傾向 に あ る 。
中 国 に お け る 1992 年の水稲栽培面積 は約 3，200万ha

で， そ の う ち ニ カ メ イ チ ュ ウ は 1，500万ha (約 47 %) に
発生 し て い る が， 1982 年以降 は 2 毛作 (麦→稲) か ら 稲
単作 に変わ っ た た め漸増 し て い る 。 さ ら に近年秋耕 し な
くな っ た の で， 特 に サ ン カ メ イ チ ュ ウ は増加傾向 に あ る
(漸江農大， 南京農大取材) 。

E 発生面積減少の原因

ニ カ メ イ チ ュ ウ の発生面積減少の原因 に つ い て は， 最
近では KIRITANI ( 1990) ， 吉武 (1993) ， 江村 (1993) に述
べられて い る が， 基本的 に は メ イ チ ュ ウ の生育に好適な
寄主植物や越冬場所が少なく な っ た こ と ， つ ま り ， メ イ
チ ュ ウ の生育や越冬可能 な イ ネ (一部地域で は マ コ モ の
減少 も 含む) が少なくな っ た こ と が発生面積の減少 に大
き く影響 し た と 考 え ら れ る 。

具体的 に は， ま ず水稲栽培面積の減少 を考 え る 必要が
あ る 。 1960 年代 に 約 320万ha あ っ た 水稲作付面積 も
1970 年の生産調整が実施 さ れ て か ら 約 11 % 減の 283万
6 千 ha に な っ た 。 そ の後減少の一途を た ど り ， 1993 年に
は約 36 % ( 1 17万ha) 減の 203万ha に な っ た (図 一 1) 。
ニ カ メ イ チ ュ ウ の 発生面積 は こ れ以 上 の 約 85 % 減 と
な っ た か ら ， 水田面積の減少以外の要因が影響 し た と 考
え な け ればな ら な い。

次 い で考 え ら れ る の が， 栽培法 の変化で あ る 。 例 え
ば， 1970 年以降の箱育苗の普及 に伴 う 本田苗代の減少 に
よ っ て産卵， 生育場所が減少 し た こ と ， そ し て早生品種
の普及 に よ っ て在圃期間が短縮 し た こ と があ る 。 こ の た
め 5 月 上旬 に稚苗を機械移植 し， そ し て 2 世代 目 の被害
が問題 に な る 前の 8 月 � 9 月 上旬 に収穫す る 千葉， 茨城
な どの よ う な水稲単作地帯では ニ カ メ イ チ ュ ウ は増加 し
にくい。 換言す る と ， 人工的 1 化地帯が増加 し た 結果，
広域的 に個体数が減少 し た と 考 え ら れ る 。

ま た， 1970 年以降の全国 的な稚苗機械移植の普及や収
穫期の コ ンパイ ン に よ る 稲葉の切断な どでニ カ メ イ チ ュ
ウ の茎内への侵入， 発育や越冬な ど の生存の場が減少 し
た こ と を 考 え なけれ ばな ら な い であ ろ う 。 KIRITANI (1990) 
に よ る と ， 韓国や台湾の メ イ チ ュ ウ の減少 に つ い て も 同
様の こ と が示唆 さ れて い る 。

冒頭述べた よ う に ニ カ メ イ チ ュ ウ は マ コ モ で発生 し，
現在で も 越冬幼虫 は 20�30 % の在茎率で生存す る よ う
に， 茎の太い水稲品種では当然発育， 生存の確率 は大 き
い し， 大型の成虫が発生す る 。 品種 と メ イ チ ュ ウ の発生
程度 と の関係につ い て は江村 (1993) が詳 しく述べて い
る が， 穂数型で茎の細い品種 は茎内 に侵入 し で も 生育 し
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にくく， 個体群の増加率 は低い。 事実， 発生面積が減少
し始めた 1972 年 は穂数型品種の コ シ ヒ カ リ ， サ サ ニ シ キ
の作付面積が 14 % に 達 し た年であ る 。 そ の後， こ れ ら の
付作面積 は， 1983 年 に は約 26 %， 1992 年 に は 40 . 1 % に
達 し て い る (作物統計) 。

な お， 表 1 に 示 し た よ う に地域 に よ り 発生面積の減少
程度 お よ び近年の微増の程度 は異 な る 。 以上述べた 要因
が影響 し て い る と 思わ れ る が， 個々 の解析 は 各地の専門
家 に期待 し た い。

皿 近年発生が顕在化している地域

表 一 1， 図 一 1 に 示 し た よ う に 1988 年以降地域 の発生面
積は微増の傾向 に あ る 。 そ れ ら の地域 に は 6 月 に遅植 え
し 7 月 に 防除 し な い地域が含 ま れ る 。 さ ら に キヌ ヒ カ
リ (埼玉) や強梓多収の黄金晴 (静岡) な ど茎の太い品
種を栽培 し て い る 地域で発生が 目 立 つ て い る 。

栃木で は縞葉枯病抵抗性品種の普及 に よ り ヒ メ 卜 ビ ウ
ン カ の発生が少なく， こ の た め従来実施 さ れて い た ニ カ
メ イ チ ュ ウ の 同 時防除が な く な っ て ， 発生 す る よ う に
な っ た 。 さ ら に不耕起栽培 し て い る 地域で は稲株の 中 に
越冬幼虫が残 っ て お り ， 翌 年の発生源 に な っ て い る 場合
も あ る (上野， 1991) 。

同 じく越冬源の増加 に 関連 し て は， 果樹， 茶園や野菜
園場な どの地面に越冬幼虫の入 っ て い る 稲葉を敷い て い
る 地域では， 越冬源が確保 さ れ る 結果， ニ カ メ イ チ ュ ウ
の発生が多 い (鳥取， 岡山， 徳島， 福岡 な ど) 。

早期栽培地帯 と 普通栽培地帯がモ ザイ ク 状 に 混在 し て
い る 地域 で は ， 複数世代 の増殖の機会が確保 さ れ る た
め， 発生が多 い。 さ ら に， 野生あ る い は栽培マ コ モ があ
る と こ ろ で は越冬源が確保 さ れ個体群の増加の機会は増
え， 被害が顕在化 し て い る 。

W 今後の課題

当面， 水稲 と 畑作 り の入 り 組んだ園芸地帯や中山間地
に お け る 野菜， 樹園地への敷葉導入 に よ る 越冬幼虫 の持
込みや早植 え や遅植 え の作型が混在 し， 周 年発生の機会
が あ る 地域， 穂重型品種の 導 入地域 な ど に お け る メ イ
チ ュ ウ 個体群の増加， ウ ン カ 類 な どの抵抗性品種の導入
に よ る 防除の削減 に よ る メ イ チ ュ ウ の増加， 不耕起栽培
の普及 に よ る 越冬源の増加な ど に よ る 多発が引続 き 懸念
さ れ る 。 さ ら に， こ れ ら の地域 を 中心に有機燐剤 を は じ
め と す る 薬剤抵抗性発現 も 加速す る と 思わ れ る の で注意
を払い た い。

近い将来， 国内 の稲作 も 国際競争力 を つ け る こ と が必
要 と な る 。 そ れに は低 コ ス ト 稲作の た め に直播栽培 に よ
る 大規模水田の実現が必須 と い わ れて い る 。 直播栽培で
は水稲 の在園期 聞 が長くニカ メ イ チ ュ ウ が容易に 増殖
し， 発生 し や す い の で， 品種の選定 と 栽培法， 防除体系
の見直 し が緊要 と な る 。


